
第 238回 日本経営倫理学会・理念哲学研究部会の議事録 

部会長 村山元理 

 

日時  平成 30年 12月 25日（火） 18:00-20:20  

場所 企業家ミュージアム （丸和ビル２Ｆ 外神田 2-2-19，） 

議題 女性企業家の経営理念の研究 

参加者 佐藤、古山、山本、長塚、望月、新川、大塚、村山 ８名 

欠席届 緒賀・井上・宇佐神・市川 

 

議論の内容と方向性の決定 

（大塚）書籍の前に、学会等での報告、論文化がまず大切。 

・博士号の試問会終わる。 

・諏訪貴子（ダイヤ精機）とコンタクトして、調査へ。 （村山より依頼） 

（古山）女性企業家を単に選ぶのではなく、倫理的で理念のある女性企業家を選択すること。 

（佐藤）女性が組織に 3割以上いないと組織としてのパワーが出ないとの記事がどこかにあった。 

（古山）女性のオーケストラ指揮者は世界で 2人くらいしかいない。 

（山本）女性上司を受け入れない男性がかつて多かった。今ではだんだん少なくなっているが。 

（長塚）『朝日新聞』2018年 12月 19日：ジェンダーギャップ（男女格差）の大きさを国別に順位づ

けした世界経済フォーラム（ＷＥＦ）の 2018 年の報告書によると日本は 110 位。北欧諸国が上位に

ある。 

 参照 https://sustainablejapan.jp/2018/12/18/gender-gap-index-2018/36138 

 ・ノーベル平和賞の候補に女性候補が世界から 1000人集められた。これは世界初の試みで、日本人は 6名い

た。差別に抗して平和を求めて政治や福祉で社会貢献している女性たちであった。 

（古山）男女性別による役割分業観は動物ではなく社会生活を営む人間が作り出した。聖書の創世記でアダム

が先にいて、その体の一部から女性が補助的に作られた。西洋社会での女性蔑視的思想が明治以降の日本に影

響を与えた。古代日本には卑弥呼や 8人の女性天皇もいて、女性蔑視観はなかったはずである。 

（村山）江戸期の幕藩体制を支える儒学思想では女性蔑視があったのでは。男子直系が家を継ぐ武家社会の伝

統。 

・城宝 薫（テーブルクロス社長）とコンタクトし、他の女性企業家とのネットワーク拡大を試みる。 

（山本）藤原惺窩の弟子の林羅山が家康のアドバイザ―役となった。惺窩は為政者に儒教が為政者に利用され

ることを良としなかった。 

（古山）天皇家は明治以降皇室典範で男子直系が後継者であるとされた。それまでは天皇家でも実力主義の後

継をしていた？ 

（望月）女性企業家の家族観、男女の性別観について調査すべき。家族、兄弟姉妹からの影響。どのような教

育を受けたか。 

・ＬＧＢＴは日本では明治期以前から二分法によらない性差の考えがあり、欧米から注目されている。 

・女性によるリーダーシップの特性、エモーショナルな側面。 

 

今後の予定 毎月第 4月曜日 18:00－20:00 

平成 31年 １月 28日（月） 企業家ミュージアム 確定 

     ２月 25日（月） 企業家ミュージアム 予定 

     3月 25日（月） 企業家ミュージアム 予定 

https://sustainablejapan.jp/2018/12/18/gender-gap-index-2018/36138


日本 １１０位 、男女格差の改善遅れ  政治 ・経済では後退  

高 橋 末 菜 、 三 島 あ ず さ 、 ジ ュ ネ ー ブ ＝ 吉 武 祐  2 0 1 8 年 1 2 月 1 9 日 0 0 時 4 3 分   

日本の男女平等度合いを分野別にみると 

 ジェンダーギャップ（男女格差）の大きさを国別に順位づけした世界経済フォーラム（ＷＥＦ）の２０

１８年の報告書が１８日に公表された。日本は１４９カ国中１１０位で、１４４カ国中１１４位だった前

年より順位を上げたが、主要７カ国（Ｇ７）では６番目のイタリア（７０位）に大きく間をあけられ、今

年も最下位だった。 

 経済、政治、教育、健康の４分野１４項目で、男女平等の度合いを指数化し、順位を決める。 

 日本は今年、男女の賃金格差や、専門的・技術的労働者の女性比率など、経済分野の５項目すべてでス

コアが改善した。ただ、経済分野の順位は１１４位から１１７位に後退。女性の社会進出や格差縮小が進

む国々の変化に、追いつけていない状況だ。 

 政治分野も、１２３位から１２５位へ後退した。衆院議員の女性比率は１０・１％で、列国議会同盟

（ＩＰＵ）によると、１９３カ国中１６０位（１１月１日現在）。カナダやフランスなど、内閣に男女が

ほぼ半数ずついる国もある一方で、１０月に発足した第４次安倍改造内閣の女性閣僚は１人のみだ。 

 教育分野では、今年も識字率と初等・中等教育の就学率は「男女格差なし」と評価された。一方、女性

の生涯賃金や経済的自立にも影響する高等教育の就学率が１０３位で、昨年から二つ後退した。ＯＥＣＤ

が１４年に公表したデータでは、大学進学率のＯＥＣＤ平均（データがある３３カ国）は女子６５％、男

子５２％。男子が女子より高いのは日本を含む３カ国だけで、男女差は日本が最大だった。 

 ＷＥＦの調査責任者サーディア・ザヒディ氏は、日本には父親の育休取得やテレワークが拡大するよう

な職場の文化が必要だ、と提言。また、女子を不利に扱う医学部の不適切入試に触れ、「あるべき姿に逆

行する動き」と指摘した。 

長 時 間 労 働 な お  進 ま ぬ セ ク ハ ラ 規 制  

 男女格差に着目するのはＷＥＦだけではない。女性が能力を発揮しやすくすることが経済成長に欠かせ

ないことは、国際社会の共通認識になっている。 

 英エコノミスト誌は今年３月、女性管理職比率や男女の賃金格差など１０項目をもとに「ガラスの天

井ランキング」を公表。日本は、先進２９カ国中ワースト２位だった。世界銀行は今年、生涯所得の男女

https://digital.asahi.com/articles/photo/AS20181218004200.html
http://www.asahi.com/topics/word/ジェンダーギャップ.html
http://www.asahi.com/topics/word/イタリア.html
http://www.asahi.com/topics/word/男女平等.html
http://www.asahi.com/topics/word/カナダ.html
http://www.asahi.com/topics/word/フランス.html
http://www.asahi.com/topics/word/安倍改造内閣.html
http://www.asahi.com/topics/word/女性閣僚.html
http://www.asahi.com/topics/word/識字率.html
http://www.asahi.com/topics/word/高等教育.html
http://www.asahi.com/topics/word/経済協力開発機構.html
http://www.asahi.com/topics/word/経済協力開発機構.html
http://www.asahi.com/topics/word/大学進学率.html
http://www.asahi.com/topics/word/経済協力開発機構.html
http://www.asahi.com/topics/word/長時間労働.html
http://www.asahi.com/topics/word/セクシャル・ハラスメント.html
http://www.asahi.com/topics/word/ガラスの天井.html
http://www.asahi.com/topics/word/ガラスの天井.html
http://www.asahi.com/topics/word/世界銀行.html
https://digital.asahi.com/articles/photo/AS20181218004200.html


格差は、１４１カ国で計１６０兆ドルの富の損失につながっている、と試算。「男女平等は貧困解決や経

済発展に欠かせない」とカレン・グロウン局長（ジェンダー担当）は指摘する。 

 また、企業のジェンダー平等への取り組みは、機関投資家にとって無視できない指標となっている。年

金積立金管理運用独立行政法人（ＧＰＩＦ）は昨年、環境や社会問題への取り組みを重視する「ＥＳＧ投

資」を始め、女性登用を積極的に進める企業を投資の対象にした。 

 大和総研は先月、女性の管理職登用を進めている企業は、そうでない企業に比べて、株主が出した資金

でどれだけ稼いだかを示すＲＯＥ（自己資本利益率）の水準が高い、とする分析結果を発表した。特に部

長職に登用している企業は比較すると水準が高く、伊藤正晴主任研究員は「上位の役職への女性登用がイ

ノベーションにつながり、財務パフォーマンスを上げているのではないか」とみる。 

 安倍政権は１３年に「女性活躍推進」を掲げ、女性登用の数値目標づくりや情報開示を大企業に義務づ

ける女性活躍推進法を１６年に施行した。 

 埼玉大院人文社会科学研究科の金井郁（かおる）准教授（労働経済論）は「女性の社会進出を進めなけ

ればという認識を社会に広めた」と評価する。一方、政権肝いりの「働き方改革」では、過労死ラインの

「月１００時間」未満までの残業を認めた。金井准教授は「女性が働き続ける上で最大の壁である長時間

労働を放置した。育児や介護の責任を担わされる女性たちが労働市場で低位に留め置かれる構図を改善す

るにはほど遠い」と指摘する。 

 女性が安心して働けるために必要な、セクシュアルハラスメントの規制も進まない。昨年、性暴力やセ

クハラを許容しない「＃ＭｅＴｏｏ」運動が米国から世界各地に広がった。国際労働機関（ＩＬＯ）は今

年、職場での暴力やセクハラをなくすための条約をつくる方針を決めたが、日本ではセクハラの行為自体

を禁止する法律がないままだ。 

女 性 増 え 「 法 案 変 わ っ た 」  １ 位 の ア イ ス ラ ン ド  

 １０年連続で１位のアイスランドは何が違うのか。 

 １９８０年、選挙で選ばれた世界初の女性国家元首が誕生。女性議員は長らく１割以下だったが、９０

年代に複数の政党がクオータ（割り当て）制を採用するなどして増え、４～５割を占めるまでになった。 

 ２０１０年には、従業員５０人以上の企業に対し、役員を女性も男性も４割以上にすることを義務づけ

る法律が成立。今年は従業員２５人以上の企業に、男女同一賃金の導入が義務づけられた。 

 今月７日、東京都内であった国立女性教育会館主催のセミナーで、来日したアイスランド女性権利協会

のブリュンヒルデ・ヘイア・オグ・オマースドッティル事務局長は「女性議員が増え、男性ばかりの議会

では『政治問題』になっていなかったことが議論されるようになった」と強調した。 

 企業にジェンダー平等のための行動計画策定を義務づけることや、２歳以上の子どもの保育の保障、男

女それぞれの育休取得を促す仕組みなど、「より包括的な内容の法案が出されるようになった」という。 

 オマースドッティル事務局長は「男女間の総所得格差は大きいなど、いまだに不平等な社会」であるこ

とも指摘した一方で、この１０年ほど、大学だけではなく高校でもジェンダー教育が広がっていることを

紹介。「国の歴史の中で最も平等な考えをもつ今の若者たちが、ジェンダー平等を実現させる仕事をつい

に終わらせてくれると期待している」と語った。（高橋末菜、三島あずさ、ジュネーブ＝吉武祐） 

 

『朝日新聞』2018年 12月 19日より   
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